
令和 8年度第 1回千歳市学校給食センター運営審議会 開催結果概要

日 時： 令和 8年 7月 16 日  14:00～14:45
場 所： 千歳市役所 第 2庁舎２階 会議室５・６  
出席者：  
（委員：10名中 9名出席）
鈴木委員、山下委員、長太委員、佐藤委員、北嶋委員、小西委員、今野委員、秦委員、
宿利委員  
（事務局）
髙橋教育部長、大西教育部次長、髙岸給食センター長、杉村業務係長、伊藤整備担当主査、
五藤業務係主任、榊原整備担当主査付主任、山根栄養教諭

【開催結果】

１．開会及び新委員の紹介
新たな委員として、桜木小学校校長 鈴木輝光様、千歳市PTA連合会副会長 北嶋絹枝様、
保健福祉部健康づくり課長 宿利忠広様を委嘱・任命。
委嘱期間は令和 8年 7月 16 日から令和 8年 11月 11 日まで（前任者の残任期間）。

２．事務局紹介
髙岸給食センター長から、上記、出席事務局員を紹介。

３．委員長挨拶（山下委員長）
委員の皆様の参加に感謝。
学校給食の安心安全、アレルギー対応、食育の推進、物価高騰による食材確保の課題に触
れ、多様な意見を給食運営に反映させる意向を示す。

４．報告第１号 令和 7年度学校給食事業報告
4-1. 学校給食の提供実績
提供日数：令和 7年度は 199 日、前年度と同数。
提供食数：1,649,061 食で前年度より約 15,000 食減少。児童生徒数減少が要因。



4-2. 学校給食への取り組み
給食レシピコンテスト：令和 6年度より実施。今年のテーマは「地産地消を意識した大皿
メニュー」。応募 271 件。最優秀賞 2名ほか計 12名表彰。最優秀作品は 1月・2月に給
食で提供。
アイヌ伝統料理提供：令和 7年度は 2回目。千歳川産鮭やもちきび、シカ肉など使用。食
文化への理解促進。
世界の料理：令和 7年度は 6種の国の料理（韓国、メキシコ、スコットランド等）を 6月
～10月提供。
バイキング給食：小学校 6年生対象に栄養バランスを自己管理する意義で 7月-3 月に実
施。
特別メニュー：地元食材を使ったキーマカレーや揚げパン等。
インスタグラム：給食情報発信、フォロワー約 980 人。今後も継続。

4-3. 食に関する指導
栄養教諭 4名が担当校の全学年および他校一部学年、中学 1年生を指導。

4-4. 地産地消の取り組み
米に道内産ななつぼし、小麦に千歳産春よ恋使用。千歳産野菜、銘柄豚「う米豚」、イン
ディアン水車の鮭活用。

4-5. 食物アレルギー対応
アレルギー児童は医師の診断に基づき学校と給食センターで把握。代替飲料（緑茶）提供
など事故防止対策を実施。今後新センターではより一層厳格な対応予定。

4-6. 施設修繕・備品購入
修繕 23 件、約 1,672 万円。
備品購入 5件、約 272 万円。

4-7. 学校給食費収納状況
令和 7年度収納率 98.74%（4億 7,293 万円）、前年より 0.31%減。給食費改定と物価高騰
が影響。
令和 6年度から学校給食費を市予算に組み込み公会計化。

4-8. 新学校給食センター整備事業
令和 7年度は募集準備、要求水準書などの作成を実施。
令和 11 年度供用開始予定。



５．質疑応答・意見交換
アイヌ伝統料理の鮭について、千歳川産の本鮭をフライ用に加工して提供し、児童に好評。
給食レシピコンテストの取り組みを称賛。子供たちの参加意欲や地域食材への関心向上
を評価。
学校給食インスタグラムは献立や調理現場を効果的に発信している。
食物アレルギーの管理方法について、学校と給食センターで情報共有し、誤食防止を徹底。
給食誤食の大事故は発生していない。
朝食の重要性や食育指導に関しても理解が深まっているが、家庭環境の課題も存在。
備品購入（配膳台等）は計画的に実施している。
今年度の給食レシピコンテストは夏季募集、12月には受賞作決定、最優秀作品は 12月～
2月に提供予定。
給食だよりの電子配信化により情報発信の効率化を図る。

６．その他報告 令和 8年度学校給食事業予定
食に関する指導は昨年同様の学年で実施。
給食レシピコンテストは「千歳空港開港 100 年記念」をテーマに実施。
世界の料理はアメリカ料理の提供を追加。
空港開港 100 年記念給食として特別メニュー（ジャガイモコロッケ、ブドウゼリー）を
10 月に提供予定。
バイキング給食や特別メニューは引き続き実施。
施設修繕、備品更新の計画継続。
小学校給食無償化に伴い、小学生の保護者負担は 0円。中学生の給食費は従前通り。
新給食センターの PFI 事業者募集開始。令和 11年度夏休み明け供用開始目標。

７．閉会
委員長から全員の発言に感謝。
運営審議会閉会宣言。

【以上】


